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ゴミ調査結果報告

ゴミ調査結果（一袋当たりの平均）

　広報６月号で掲載しましたが、平成２２年度に大台町が香肌奥伊勢広域プラザへ搬出
したごみの量は２，７９６トンでした。
　そのごみの中からリユース・リサイクルにつなげようと、平成２３年４月から９月に
かけて、町内のごみステーション３０５ヵ所の調査を実施しました。下記の表は、ごみ
袋１袋に占めるそれぞれの割合（目視による）です。
　紙ごみは、平均約２２％含まれていました。名刺サイズ以上の紙であれば、封筒（ビ
ニール部分は除く）、ハガキ、お菓子の箱、メモ紙等も雑紙として、再生資源回収して
おりますので、各地区のストックヤードに出してください。
　生ごみは、平均２９％でした。町では、生ごみを堆肥にして畑や家庭菜園などで使用
していただく取り組みを推進していますので、ご協力をお願いします。草等は、出来る
限り畑や山に戻してください。
　物をごみとして出さずに「物の命」を大切にし、皆さんで再利用の方法を考えてみま
せんか。また、来年の３月まで調査を継続しますので、ご協力をお願いします。

地区名 新聞 雑紙 ダンボール 生ゴミ 布類 プラスチック 白色トレイ 草 オムツ

日進地区 １％

１％

２％

２％

１％

１％

１％

１％

２％

２％

２％

３％

２９％

３２％

２５％

２９％

２７％

３０％

３８％

３８％

３９％

４１％

４４％

４７％

３％

２％

３％

３％

６％

１％

２％

２％

１％

１％

１％

１％

３％

３％

２％

２％

１％

０％

３％

３％

２％

２％

１％

１％

１９％

１８％

２３％

１８％

１７％

１６％

川添地区

三瀬谷地区

荻原地区

領内地区

大杉谷地区

ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
も
み
じ
館

指
定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て

お
し
ゃ
れ
な

ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
す
。

外
観テ

ラ
ス

奥
伊
勢
湖
の
眺
め
が

楽
し
め
ま
す

　
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
も
み
じ
館

は
、
奥
伊
勢
湖
の
北
岸
に
位
置

し
、
観
光
情
報
の
提
供
・
特
産

品
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど

に
よ
り
、
都
市
と
の
交
流
を
促

進
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
も
み
じ
館

の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
…
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
も
み

じ
館
（
下
真
手
５
番
地
１
）

施
設
の
規
模
…
建
物
１
８
８
㎡
、

駐
車
場
２
２
０
㎡

委
任
期
間
…

　
平
成
24
年
４
月
１
日(

日)

～

　
平
成
27
年
３
月
31
日(

火)

応
募
資
格
…

　
団
体
・
企
業
で
あ
る
こ
と

応
募
方
法
…

　
応
募
者
（
団
体
・
企
業
）
の

履
歴
が
わ
か
る
書
類
（
様
式
不

問
）
・
利
用
に
係
る
事
業
計
画

及
び
収
支
計
画
書
（
応
募
様
式

は
役
場
産
業
課
に
て
配
布
）

募
集
期
間
…

　
平
成
23
年
11
月
１
日(

火)

～

　
平
成
24
年
１
月
31
日(

火)

受
付
時
間
…

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

　
役
場
産
業
課

(
８
２
―
３
７
８
６



広報おおだい
平成23年11月号③

　
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
で
、
大
台

町
代
表
と
し
て
駅
伝
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
24
年
２
月
19
日(

日)

　
　
　
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
…
県
庁
前(

津
市)

～

　
県
営
陸
上
競
技
場(

伊
勢
市)

　(

10
区
間
４
２
・
１
９
５
㎞)

募
集
区
分
…
別
表
の
通
り

申
込
期
限
…

　
平
成
23
年
11
月
25
日(

金)
問
合
せ
・
申
込
み
先
…

　
大
台
町
教
育
委
員
会

　
(
８
２
―
３
７
９
１

　
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
で
、
大
台

町
代
表
と
し
て
駅
伝
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
24
年
２
月
19
日(

日)

　
　
　
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
…
県
庁
前(

津
市)

～

　
県
営
陸
上
競
技
場(

伊
勢
市)

　(

10
区
間
４
２
・
１
９
５
㎞)

募
集
区
分
…
別
表
の
通
り

申
込
期
限
…

　
平
成
23
年
11
月
25
日(

金)
問
合
せ
・
申
込
み
先
…

　
大
台
町
教
育
委
員
会

　
(
８
２
―
３
７
９
１

１区

２区

３区

４区

５区

６区

７区

８区

９区

10区

１.２８

１.８５

３.７６

５.６５

４.６０

６.３６

２.８９

３.４３

５.９５

６.４２５

小学生女子

小学生男子

中学生女子

中学生男子

40歳以上男子

ジュニア男子

一般女子

20歳以上女子

ジュニア女子

20歳以上男子

　
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人

の
方
を
対
象
に
、
決
算
や
年
末
調

整
関
係
の
書
類
な
ど
の
一
般
的
な

記
入
方
法
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
分
か
ら
、
青
色
申
告

決
算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用

紙
等
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
用
紙
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
電
子
申
告
と
あ
わ
せ

て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
か
か
る

年
末
調
整
の
具
体
的
な
事
務
手
続

な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
事
前
に
送
付
い
た
し
ま

し
た
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
と

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
法
定

調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

松
阪
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

(
０
５
９
８-

５
２-

３
０
２
１

音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い

個人の方法人の方

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算

等
説
明
会
（
平
成
23
年
分
）

年
末
調
整
等
説
明
会

（
平
成
23
年
分
）

日 時場 所

日 時場 所

税を考える週間 広報活動を展開しています

【私たちの税金展】【私たちの税金展】
11月12日(土)･13日(日)の２日間開催

イオン明和ショッピングセンター(明和町）

パネル展示・児童作品(習字・絵画)や
標語の展示・税理士による無料税務相談

場所

内容

区間 距離(km) 対象選手

　
　
11
月
15
日
（
火
）

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　
多
気
町
民
文
化
会
館

　
　
（
多
気
町
相
可
１
５
８
７-

Ｉ
）

　
　
第
一
講
座
室

　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
多
気
町
民
文
化
会
館

　
ホ
ー
ル



保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

④広報おおだい
平成23年11月号

　町内では多くのボランティアの方が活動してみえますが、「傾聴ボラン

ティア」ってご存知ですか。

　町内の独り暮らしや高齢者世帯のお宅を訪問し、話し相手をさせてもら

います。

　平成１８年、１９年に「こころのボランティア講座」を受講された方のうち、現在

は１５名の方が登録し『こころよりそい隊』

というグループ名で活動しています。こころ

よりそい隊は名のとおり「高齢者や心に悩み

を持つ人の気持ちに寄り添い、心を傾けて話

を聞くことで心豊かな生活を支援する」こと

を目的にしています。

　このボランティア活動をしている方から多く聞かれる感想を紹介します。

「訪問させていただいている方はいつも喜んで待っていてくれます。いろんなお話を

聞かせてもらいますが、人生の先輩から得ることは多いです。自分の老後の生き方の

手本としたいと思うこともたくさんあります。勉強になります。」

　現在活動中の方は、６０歳、７０歳代の方ですが、ほとんどの方はこれ以外のボラ

ンティア活動にも参加してみえます。前向きな姿勢にいつも感心します。

ボランティアを受けている方には、足が弱って外出ができなくなった方や近所に話相

手がいない方などがみえます。この方々の感想を紹介します。

　「月２回の訪問を心待ちにしています。１回１時間の訪問ですが、あっというまに

時間は過ぎてしまいます。昔の苦労話や元気だったころの話、趣味活動の話など、き

いてほしい話は尽きません。高齢になり、一人で頑張って生活していることを認めて

もらい、励ましてもらうとうれしいです。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　このボランティア活動はいつも２人ペアで行

　　　　　　　　　　　　　　　　　います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアとして活躍していただくには、

　　　　　　　　　　　　　　　　　「『傾聴』＝こころを傾けて話を聞くこと」に

　　　　　　　　　　　　　　　　　ついての講座を受けていただくことが必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっと多くの方にボランティア活動に参加し

　　　　　　　　　　　　　　　　　てほしいと考えています。

　町民福祉課　(８２－３７８３（保健師　千原寛子）



　
以
前
、
真
手
地
区
に
は
「
む
つ

み
会
」
と
い
う
団
体
が
あ
り
、
む

つ
み
会
は
真
手
地
区
の
六
つ
の
字

で
形
成
さ
れ
、
地
域
の
行
事
を
計

画
実
行
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
真
手
小
学
校
の
統
合
な
ど

に
よ
り
、
む
つ
み
会
の
存
続
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、

た
だ
住
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
こ

こ
に
い
て
楽
し
い
と
思
え
る
真
手

に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
山
本
さ

ん
。
「
若
い
人
達
の
力
を
貸
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
当
時
の
本
田
木

屋
区
長
の
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
、

平
成
14
年
に｢

真
和
会｣

を
結
成
し

ま
し
た
。

　
真
和
会
の
名
前
の
由
来
は
真
手

地
区
の
『
真
』
と
、
人
と
人
と
の

『
わ
』
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

真
和
会
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

真
手
地
区
の
人
々
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
標
に
行
事
を
企
画
運

営
し
て
き
ま
し
た
。

　
結
成
し
た
時
、
季
節
は
秋
。
季

節
に
ち
な
ん
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
い
た
そ
う
で
す
。
翌
年
は
運
動

会
。
そ
の
翌
年
は
盆
踊
り
。
試
行

錯
誤
の
末
、
今
で
は
盆
踊
り
が
恒

例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
の

お
盆
の
時
期
が
一
番
人
が
集
ま
り

や
す
い
と
い
う
こ
と
、
昔
か
ら
盆

踊
り
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
と
話

す
山
本
さ
ん
。
春
に
な
る
と
み
ん

な
で
集
ま
り
、
盆
踊
り
で
は
何
を

し
よ
う
か
と
話
し
合
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
企
画
と
し
て
じ
ゃ
ん

け
ん
電
車
を

行
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
の
踊

り
手
が
少
な

い
の
で
、
何

と
か
し
た
い

と
考
え
た
結

果
、
じ
ゃ
ん

け
ん
電
車
で

輪
を
作
り
そ

の
ま
ま
大
人
数
の
人
に
踊
っ
て
も

ら
う
と
い
う
の
が
狙
い
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
狙
い
通
り
、
や
ぐ
ら
の

周
り
に
は
１
つ
の
大
き
な
輪
が
出

来
て
い
ま
し
た
。

　
協
力
精
神
の
強
い
真
手
地
区
で

は
、
協
力
を
お
願
い
す
る
と
気
持

ち
よ
く
力
を
貸
し
て
く
れ
る
人
、

「
今
年
も
や
る
の
？
」
と
声
を
か

け
て
き
て
く
れ
る
人
、
親
と
一
緒

に
手
伝
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
や

そ
の
友
達
、
広
報
活
動
に
励
ん
で

く
れ
る
区
長
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
支
え
で
真
和
会
主
催
の
盆

踊
り
は
成
り
立
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
「
貴
重
な
盆
休
み
の
一
日
を

本
当
に
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
」

と
山
本
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
ら
も
年
を
と
っ
て
い
く

か
ら
永
遠
に
我
々
で
続
け
て
い
く

こ
と
は
出
来
な
い
。
で
も
、
盆
踊

り
じ
ゃ
な
く
て
も
、
何
ら
か
の
形

で
、
い
つ
ま
で
も
地
域
の
人
が
集

り
楽
し
め
る
機
会
が
続
け
ば
い
い

な
。
」
と
、
期
待
す
る
真
手
地
区

の
将
来
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
の
け
ん
引
役
と
し

て
、
ま
た
行
事
の
開
催
に
つ
い
て

「
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

？
」
と
聞
く
と
「
天
気
に
恵
ま
れ

や
ん
の
さ
。
」
と
笑
っ
て
答
え
る

山
本
さ
ん
か
ら
、
地
域
に
対
す
る

愛
情
、
そ
し
て
真
手
地
区
の
心
の

温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

11⑤

▲今年の盆踊りの様子

▲じゃんけん電車に参加する方々

こ
こ
に
住
ん
で
い
て
楽
し
い

な
に
し
よ
う
？
か
ら

　
恒
例
行
事
『
盆
踊
り
』
へ

人
々
の
『
わ
』

み
ん
な
で
踊
り
ま
し
ょ
う

【
　
　
　
　
　
　
　
】

【
　
　
　
　
　
　
　
】

　
夏
に
は
盆
踊
り
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
真

手
地
区
、
真
和
会
を
代
表
し
て
山
本
耕
司

さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

山本耕司さん

【
　
　
　
　
　
　
　
】

【
　
　
　
　
　
　
　
】



⑥広報おおだい
平成23年11月号

　
10
月
９
日
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
お

お
だ
い
で
、
第
５
回
大
台
町
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
１
st
ス
テ
ー
ジ

が
開
催
さ
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や

琴
の
演
奏
な

ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
22
日
、

23
日
は
２
nd

ス
テ
ー
ジ
、

11
月
20
日
に

は
３
rd
ス
テ

ー
ジ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
大
台
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど

に
よ
る
交
通
安
全
の
広
報
啓
発
活

動
が
、
９
月
27
日
、
ふ
る
さ
と
プ

ラ
ザ
も
み
じ
館
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
昴
学
園
の
生
徒
ら
も
参
加
し
、

県
道
を
行
き

交
う
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
に

交
通
安
全
を

啓
発
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配
布
し

ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
10
月
２
日
、
鈴
鹿
市
で
行
わ
れ
た
、
み
え

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
1
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会
小
学
生
シ
ン
グ
ル
男
子

５
年
生
の
部
で
、
高
西
陸
斗
君(

三
瀬
小
５)

が
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
高
西
君
は
１
年
生
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

始
め
、
こ
の
大
会
は
初
出
場
。
惜
し
く
も
フ

ァ
イ
ナ
ル
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
来
年
も
出
場

し
た
い
と
、
週
に
２
回
ほ
ど
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　
10
月
15
日
に
は
宮
川
中
学
校
体
育
館
で
、
宮
川
保
育
園
う
ん
ど
う
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
け
っ
こ
に
始
ま
り
、
親
子
種
目
や
踊
り
な
ど
、

園
児
達
は
練
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
、
川
添
小
学
校
・
川
添
地
区
町
民
秋
季
大
運
動
会

が
川
添
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
選
手
や
、
応
援
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
け
た
方
で
賑
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
中
で
も
親
子
種
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
フ
ァ
イ
ト
！
一
発
!!
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ヤ
を
奪
い
合
い
、
陣
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
ん
だ
タ
イ
ヤ
の
数
や
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
競
い
あ
う
種
目
で
、
観
客
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
援
も
熱
く
盛
り
上
が
り
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
し
た
。

う
ん
ど
う
か
い
！



町で見かける元気な方－

物知り・達人・ユニークな特技等を

お持ちの方を探しています。

自薦他薦は問いませんので、

役場企画課までお知らせください。
うえひら 　　ひとみ　　

佳き人は良き言葉もて
語りくるる
われらが心を善きに導く
と詠う上平さん。

佳き人は良き言葉もて
語りくるる
われらが心を善きに導く
と詠う上平さん。

　
今
月
は
『
ふ
れ
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
や
『
く
じ
ゃ

く
も
み
じ
』
の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
活
躍
し

て
い
る
上
平
仁
美
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
平
さ
ん
は
同
じ
大
井
区
に
住
む
大
原
元
子
さ
ん

と
『
ふ
れ
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と
い
う
た
よ
り
を
平

成
３
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
55
戸
あ
る
大
井
区
の
方

々
に
１
０
０
回
発
行
し
ま
し
た
。
７
年
前
に
他
界
さ

れ
た
旦
那
さ
ん
の
自
宅
介
護
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
た

よ
り
作
り
の
き
っ
か
け
で
す
。
自
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
と
、
家
に
引
き
こ
も
り
に
な
り
、
な
か
な
か
寂

し
い
も
の
。
周
り
と
の
接
点
が
欲
し
い
と
思
っ
た
時
、

大
井
区
に
も
同
じ
よ
う
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
ミ
ニ
新
聞
み
た
い
な
も
の

を
作
っ
て
み
た
い
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
友
人
の
大

原
さ
ん
は
、
二
つ
返
事
で
「
す
ぐ
に
一
緒
に
始
め
よ

う
。
」
と
言
っ
て
く
れ
た
そ
う
。
そ
う
し
て
『
ふ
れ

あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
隔
月
で
発
行
す
る
た
よ
り
は
、
そ
の
時
々
の
ホ
ッ

ト
な
話
題
や
、
修
学
旅
行
体
験
記
な
ど
工
夫
さ
れ
た

内
容
で
、
手
書
き
の
温
か
み
溢
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
材
や
配
付
先
で
の

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。
」
と
い
う
優

し
い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
続
け
て
こ
れ
た

そ
う
で
す
。
活
字
に
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
と
話
す
上
平
さ
ん
、
朝
日
新
聞
に

も
エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
し
、
な
ん
と
掲
載
が

90
回
を
越
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
15
年
間
旦
那
さ
ん
の
自
宅
介
護
を
続
け
た
上
平
さ

ん
に
、
「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
人
生
、
自
由
に
生
き

て
く
だ
さ
い
ね
。
」
と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ

た
周
り
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
ヨ
ガ
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
趣
味
に
飛
び
回
る
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
夜
が
明
け
て
く
る
と
嬉
し
く

て
、
時
間
が
も
っ
た

い
な
く
て
眠
れ
な
い

そ
う
で
す
。
忙
し
く

過
ご
し
な
が
ら
も
書

く
こ
と
を
怠
ら
な
い

上
平
さ
ん
「
わ
が
人

生
に
悔
い
な
し
、
と

言
い
切
れ
る
人
生
を

送
り
た
い
。
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
素
敵

な
文
章
を
綴
っ
て
く

だ
さ
い
。
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
街
の

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
隣
近
所
の
も

め
ご
と
、
家
庭
間
の
問
題
、
体
罰
や
い

じ
め
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
等

で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　
日
時
…
平
成
23
年
12
月
９
日(

金)

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
…
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー(

佐
原)

　
日
時
…
平
成
23
年
12
月
20
日(

火)

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
…
宮
川
福
祉
セ
ン
タ
ー(

江
馬)

　
津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局

(
０
５
９
８
―
５
３
―
１
５
０
１

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り
の
心
～

100号まで続いた『ふれあいメッセージ』
や投稿された新聞記事がきれいにまとめ
られていました。

100号まで続いた『ふれあいメッセージ』
や投稿された新聞記事がきれいにまとめ
られていました。

　
９
月
27
日
、
健
康
ふ
れ
あ
い
会
館
で
多
気

郡
地
区
人
権
擁
護
委
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
研
修
で
は
、
大
台

町
人
権
教
育
指
導
員

の
前
田
加
津
代
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
、
差
別
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
熱
い
講
演
に
人
権

擁
護
委
員
ら
19
名
が

聞
き
入
り
ま
し
た
。

特別人権相談
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【担当：大台町人権教育研究協議会】
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～ヒロシマからナガサキ、そしてフクシマへ～

宮川中学校

  宮川中学校３年生は、９月８日から１０日まで修学旅行で長崎に行ってきました。長崎が

初めてという生徒が多く「原爆が投下されたところ」ということは知識をもっていました。

事前学習で長崎のことを学習してきました。現地では、下平作江さんという被爆体験者の方

からも直接、話を聴かせていただく機会もありました。学べば学ぶほど「原子爆弾」の脅威

と怒りそして、放射能の怖さを実感していきました。放射能の怖さは６６年前のことではな

く実際に今、まさに現実として「福島」で起こっていることでもあります。

  長崎の地に降り立ち、平和公園を歩き、下平さんの話を聴き「あなたたちは今日戦争で亡

くなった犠牲者たちを踏みつけて長崎を歩いたのですよ」の言葉に改めて戦争の悲惨さを思

い知らされました。この長崎で学んだことを文化祭で発表しようと決め、取り組みを進めて

きました。

  １０月２９日の文化祭で、３年生学級

劇「長崎の鐘」として取り組みの成果を

発表しました。サブテーマを『ヒロシマ

からナガサキ、そしてフクシマへ』とし

て生徒たちは長崎で学んだこと、実感し

たことを台詞に込め練習してきました。

　劇の中には福島の女性が登場してきます。その女性が心の底から振り絞って訴える「福島

で生まれて福島で育って、福島で働く。福島で結婚して、福島で子どもを育てる。福島で孫

を見て、福島でひ孫を見て、福島で死んでいく……。これが私の夢です。」この台詞を生徒

たちがどう表現していくか。なりきることができるか。このことが、この劇の大きなポイン

トでした。そして、最後に長崎の鐘が鳴り響く中、老婆がつぶやく「戦争がないことだけが

平和ではない。人間が人間らしく生きていけることが平和なんじゃ。」という言葉がありま

す。この言葉こそが、みなさんに考えていただきたいことなのです。

　「平和とは何か。」「人権が守られているとはどういうことなのか。」を今一度、自分自

身に問い直さなければならないと思います。今後の福島の姿を見つめていくうえでも。

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
11
月
12
日
（
土
）
～
25
日
（
金
）

　
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
不
安
や

恐
怖
を
与
え
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
Ｄ
Ⅴ

は
「
犯
罪
行
為
」
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
放

置
す
る
と
、
さ
ら
な
る
重
大
な
犯
罪
の
発

生
へ
と
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
行
為
で
す
。

　
警
察
で
は
、
加
害
者
の
検
挙
の
ほ
か
、

行
為
に
対
す
る
警
告
、
被
害
者
へ
の
支
援

な
ど
の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
「
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
女

性
相
談
所
内
）
」
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
被
害
者
の
安
全
を
最
優
先
と
し

た
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
大
台
警
察
署
ま
た

は
、
お
近
く
の
駐
在
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
警
察
総
合
相
談(

全
国
共
通)

　
(
＃
９
１
１
０

　
大
台
警
察
署

　
(
０
５
９
８
―
８
４
―
０
１
１
０

三
重
県
警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
係

(
０
５
９-

２
２
２-

０
１
１
０

配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

(
０
５
９-

２
３
１-

５
６
０
０

大
台
町
役
場
町
民
福
祉
課

(
８
２-

３
７
８
３

に
お
い
て
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

みやがわちゅうがっこう

みやがわちゅうがっこう ねんせい がつ か か しゅうがくりょこう ながさき ながさきい

はじ

じぜんがくしゅう ながさき がくしゅう

ちょくせつ はなし き きかい

いか ほうしゃのう こわ じっかん

じっさい いま げんじつ ふくしま お

ながさき ち お た へいわこうえん ある

ぎせいしゃ ふ

がつ にち ぶんかさい ねんせいがっきゅう

げき

はっぴょう

せいと ながさき まな じっかん

せりふ こ れんしゅう

ながさき かね

げき なか ふくしま

う ふくしま ふくしま はたら ふくしま けっこん ふくしま ふくしま まごこ そだそだ

み ふくしま まご み ふくしま し わたし ゆめ せりふ せいと

ひょうげん おおげき

さいご ながさき かね な ひび なか ろうば

へいわ にんげん にんげん い

ことば かんが

へいわ なに にんけん まも いまいちど じぶんじ

しん と なお

へいわ ことば

せんそう

じょせい じょせい こころ ふ しぼ うった ふくしまそことうじょう

と く せいか

ながさき ある ことば あらた せんそう ひさん おも

しもひら はなし き なきょう　せんそう

ほうしゃのう こわ ねんまえ

まな まな げんしばくだん きょうい

げんち しもひらさくえ ひばくたいけんしゃ かた

せいと おお げんばく とうか ちしき

し ながさき まな ぶんかさい はっぴょう き と く すす

おも こんご ふくしま すがた み













　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
～
74

歳
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
「
特
定

健
康
診
査
」
、
75
歳
以
上
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
」
は
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

受
診
期
間
終
了
間
際
は
混
み
合
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
健
康
を
守
る
た
め
、
年
に
一
度
、

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
役
場
健
康
ほ
け
ん
課

(
８
２
―
３
７
８
５

　
募
集
職
種

●
技
能
職
員
　
１
名

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
人
及
び
平
成
24
年
３
月

卒
業
予
定
の
方

　
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人
で
、
多
気
町
、
大
台
町
、

大
紀
町
に
在
住
並
び
に
住
民
登
録

（
平
成
23
年
11
月
１
日
現
在
）
を

有
し
（
就
学
な
ど
の
た
め
に
一
時

転
出
し
て
い
る
人
を
含
む
）
採
用

後
も
多
気
町
内
、
大
台
町
内
、
大

紀
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方
（
普

通
自
動
車
免
許
必
要
）

●
応
募
方
法
　

　
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

(

多
気
町
丹
生
４
２
９
０)

で
交
付

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連

合
へ
提
出
。(

住
民
票
抄
本
も
必
要)

●
受
付
期
間

　
平
成
23
年
11
月
１
日(

火)

～
11

月
30
日(

水)
●
試
験
日
程

日
時
…
平
成
23
年
12
月
６
日(

火)

　
　
　
午
前
９
時
～

場
所
…
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域

　
　
　
連
合

内
容
…
作
文
、
面
接
試
験

●
そ
の
他

・
合
格
者
に
の
み
平
成
23
年
12
月

　
下
旬
通
知
予
定

・
平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定

・
給
与
等
は
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化

　
広
域
連
合
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
に
基
づ
き
支
給

　
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

(
０
５
９
８
―
４
９
―
４
３
１
１

　
被
害
に
苦
し
む
方
々
が
一
日
で

も
早
く
以
前
と
同
じ
生
活
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
に
、
被
害
者
相
談
窓

口
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
重
県
警
察
本
部
広
聴
広
報
課

　
被
害
者
支
援
室

(
０
５
９
―
２
２
２
―
０
１
１
０

　
三
重
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
23

年
10
月
１
日
か
ら
、
３
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
時
間
額
７
１
７
円
に
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
重

県
労
働
局
賃
金
室
又
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
三
重
県
労
働
局
賃
金
室

(
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
０
８

⑮ 広報おおだい
平成23年11月号

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

三
重
県
最
低
賃
金
は

　
　
時
間
額
７
１
７
円

ここは有料広告欄です

香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

技
能
職
員
募
集

健
康
診
査
は
お
済
み
で
す
か
？

ご自宅まで

公
益
社
団
法
人
み
え
犯
罪
被
害
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
被
害
者
相
談
窓
口

月
～
金(

祝
日
除
く)

の

午
前
10
時
～
午
後
４
時

(
０
５
９
―
２
２
１
―
７
８
３
０

受付
時間
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